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戦後 77年の記憶と現在
　釡石市は太平洋戦争末期の昭和20年、西暦1945
年の７月14日と8月９日の2度にわたって艦砲射撃
を受け、街は廃墟となりました。今では、そのことを
想像することも難しくなってきていますが、77年前
に起こった現実です。このパンフレットが、希望ある
明日を創っていく人々が、平和を考えるきっかけとな
れば幸いです。

釡石と艦砲射撃
　釡石は東北で唯一の製鉄所を持つ工業都市であった
ため、太平洋戦争において大規模空襲に見舞われるこ
とが予測されていました。このことから、各地に監視
哨が設置され、高射砲隊等が駐屯していました。
　昭和 20 （1945）年7 月 14 日、釡石は本州初の
艦砲射撃を受けました。砲撃は 12 時 10 分から 14
時 19 分まで続き、2,565 発もの砲弾が打ち込まれ
ました。第１ 回目の艦砲射撃では製鉄所を中心に砲撃
が集中し、鈴子・只越・嬉石・松原などが大きな被害
を受けました。防空壕に避難した市民の中には爆弾の
破片や爆風で死傷する者、防空壕の崩壊で圧死する者
が相次ぎ、さらに艦砲射撃による火災も発生し、街は
焼野原となりました。
　昭和 20（1945） 年 8 月 9 日、長崎に原子爆弾が
投下された同日、釡石は2 度目の艦砲射撃を受けまし
た。この日の砲撃は 12 時 47 分から 14 時 45分ま
で続き、2,781 発（イギリス艦隊の使用弾数は不明）
の砲弾が打ち込まれました。この艦砲射撃では再び製
鉄所が攻撃されたほか、上中島・中妻・小川・小佐野
の社宅街などが被害を受け、多くの住民たちが犠牲と
なりました。また、1 回目の艦砲射撃で被害の少なか
った大渡・東前近辺が火災により消失しました。唐丹
町にも艦砲射撃がありました。製鉄所は 1 回目の被害
から辛くも復旧し操業を再開できる状態になっていま
したが、この攻撃により工場は完全に破壊され、機能

を停止してしまいました。2 度の艦砲射撃により街は
廃墟と化しました。多くの人々の命が奪われ、財産
を失いました。艦砲射撃とあわせて、艦載機による機
銃掃射が行われましたが、米軍の記録が見つかってお
らず、詳細は不明となっています。機銃掃射では釡石
のみならず近隣のまちでも被害を受けています。
　昭和 20（1945） 年 8 月 15日、玉音放送によっ
て終戦が伝えられ、太平洋戦争が終わりました。
　2度の艦砲射撃によって、釡石の象徴である釡石製
鉄所は壊滅的な被害を受けて操業を停止していました
が、市民の復興への熱意から復旧工事が進められ、昭
和 23 年（1948）5 月には第 10 高炉火入式を挙行、
操業が開始されました。また、昭和 22 （1947）年に
は戦災都市巡幸で昭和天皇が釡石を訪れ、市内と製鉄
所を視察されました。
　昭和 29 年（1954）4 月 5 日、薬師公園に戦争犠
牲者、戦災死者等の霊を祀る平和像（平和の女神像）
が建立されるとともに、世界平和が祈願され、今日に
至っています。
　釡石市は、地震や津波、戦災といった苦しい状況か
ら復活する「不撓不屈」の精神が脈々と受け継がれて
います。一人一人の力を結集し、先人の英知を継承し
ながら、安心して平和に暮らせる未来を創造していき
ましょう。
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d. 艦砲射撃によって炎上する釡石市街 e. 薬師公園の平和像（平和の女神像）

a. 現在の釡石

c. 釡石への艦砲射撃

b.16インチ砲弾
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25 旧釡石鉱山事務所
( 国登録有形文化財）
戦中に使用された紙製のヘルメ
ット等が展示されている。

26 仙台俘虜収容所第４分所跡
大橋分所とも呼ばれ、主に連合
軍捕虜の施設で、終戦時は395
人が収容されていた。

❶ 旧小川社宅
小川地区は、８月９日の艦砲射
撃で大きな被害を受けた。現在
も当時の建物が残っている。

❷ 小川防空壕跡
奥行約50ｍ程の防空壕で、 岩盤
に設置された。   艦砲射撃の際に
は約50名の住民が避難した。

❸ 小佐野駅裏防空壕跡
現在は埋められている。戦後に
この場所を生活の場としていた
人がいた。

❹ 桜木町艦砲被弾痕（襖）
砲弾が貫通した跡が襖に残って
いる。襖は郷土資料館に寄贈さ
れ、展示している。

❻釡石郷土資料館
戦災関連の資料も数多く展示し
ている。写真は武官府弾薬庫跡
の鉄製の扉。

❽ 釡石駅・丸通防空壕跡
釡石駅周辺に防空壕が造られて
いた。艦砲射撃の直撃を受けた
所もある。

❼ 本事務所跡
昭和16年に完成し艦砲射撃を
受けた。現在も、製鉄所の事務
所として使用されている。

❺ インクラ山高射砲跡
詳細は不明であるが 、高射砲2
門が設置されていたことが記録
として残っている。

❾ 聖観音像
艦砲射撃により当地周辺で犠牲
になった方々の供養のため建立
された。

10-1 観音堂（大天山観音寺）
戦災犠牲者の供養と平和を祈念
するため、平和観音像が安置さ
れている。

11-1 平和像
釡石市が公の立場から釡石永遠
の平和を祈念するために建立し
た。平和の女神像とも呼ばれる。

11-3 忠魂碑
日露戦争後に、戦死者を弔うた
めに建立されていた。艦砲射撃
で倒れ、当地で保管されている。

13 鳥谷坂監視哨跡
戦中は市内各所に監視哨が設置
されており、当地は高射砲隊が
監視にあたっていた。

14 浜町防空壕跡
この横穴は防空壕であったと伝
っており、壁が煉瓦で補強され
上部に空気孔が設置されている。

15 釡石海軍武官府跡
旧海軍の駐留地として建設され
た。弾薬庫が残っていたが東日
本震災後に取り壊された。

16 仙台俘虜収容所第5分所跡
釡石分所とも呼ばれ、連合軍の
捕虜が収容されていた。7月14
日の艦砲射撃で炎上し移転した。

17 独立高射砲第三十四中隊跡
約130名が駐屯していた。7月
14日の艦砲射撃では兵舎が炎上
し陣地を移転した。

18 嬉石町山林の地蔵（現在破損）
7月 14日の艦砲射撃で嬉石の
防空壕や山林で、亡くなった方
を弔うために建立された。

19 嬉石隧道避難口
製鉄所の隧道避難口であるが、
艦砲射撃の際には防空壕として
利用された。

20 日本中国永遠和平の像
日本と中国の国交回復を契機に、
中国殉難者の慰霊と日中友好を
誓うため建立された。

22-1 大愛丸乗組員慰霊碑
貨物船大愛丸は米軍潜水艦の雷
撃によって釡石沖で沈没した。
当碑は慰霊のため建立された。

22-2 平和の誓いを新たに
７月14日の戦闘で沈没した第
四十八号駆潜艇乗組員の慰霊と
平和を祈念して建立された。

21 鉄の歴史館
釡石の鉄の歴史を中心に展示し
ており、戦中の釡石の被害状況
なども併せて展示している。

23 駆潜艇戦死者慰霊碑
７月 14 日の戦闘で沈没した第
四十八号駆潜艇乗組員の慰霊の
ため千鳥ヶ島に建立された。

24 黒崎監視哨跡
黒崎に設置された監視哨跡。尾
崎半島には野砲連隊第一中隊の
陣地があったとされる。

27 荒川艦砲被弾跡
８月９日の艦砲射撃では唐丹町
にも被害があり、荒川には艦砲
の被弾した跡が池となっている。

28 大石爆弾被弾跡
８月９日の艦砲射撃では、唐丹
町大石に艦載機から爆弾が投下
され、被弾した板戸が残る。

10-2 平和観音像
岩手県知事であった国分兼吉氏
の戦死者の菩提を弔いたいとの
願いから、観音堂に安置された。

11-2 薬師山高射砲隊跡
須賀にあった独立高射砲第三十
四中隊は、７月14日の艦砲射
撃の後、この地に陣地を移した。

12 仙寿院下防空壕跡
現在は埋められている。最近ま
で天神町から大只越町に通り抜
けることが出来た。

29 釡石市戦没者追悼式
釡石市は戦没者及び戦災殉難者
の慰霊と恒久平和の確立を祈念
し戦没者追悼式を開催している。

26 350ｍ坑口
戦時中、連合軍の捕虜のほか、
大陸からも人員を動員し、鉄鉱
石の増産体制がとられた。

27 旧釡石鉱山事務所
( 国登録有形文化財）
戦中に使用された紙製のヘルメ
ット等が展示されている。

28 仙台俘虜収容所第４分所跡
大橋分所とも呼ばれ、主に連合
軍捕虜の施設で、終戦時は395
人が収容されていた。

❶ 旧小川社宅
小川地区は、８月９日の艦砲射
撃で大きな被害を受けた。現在
も当時の建物が残っている。

❷ 小川防空壕跡
奥行約50ｍ程の防空壕で、 岩盤
に設置された。   艦砲射撃の際に
は約50名の住民が避難した。

❸ 小佐野駅裏防空壕跡
現在は埋められている。戦後に
この場所を生活の場としていた
人がいた。

❹ 桜木町艦砲被弾痕（襖）
砲弾が貫通した跡が襖に残って
いる。襖は郷土資料館に寄贈さ
れ、展示している。

❺ 釡石郷土資料館
戦災関連の資料も数多く展示し
ている。写真は武官府弾薬庫跡
の鉄製の扉。

❼ 釡石駅・丸通防空壕跡
釡石駅周辺に防空壕が造られて
いた。艦砲射撃の直撃を受けた
所もある。

❻ 本事務所跡
昭和16年に完成し艦砲射撃を
受けた。現在も、製鉄所の事務
所として使用されている。

❽ インクラ山高射砲跡
詳細は不明であるが 、高射砲2
門が設置されていたことが記録
として残っている。

❾ 第二トンネル
製鉄所内に掘られた隧道で艦砲
射撃の際には多くの人々がトン
ネル内に避難した。

10 平田トンネル
製鉄所内の隧道で艦砲射撃の際
には捕虜も含め多くの人がトン
ネル内に避難した。

11 聖観音像
艦砲射撃により当地周辺で犠牲
になった方々の供養のため建立
された。

12 観音堂（大天山観音寺）
戦災犠牲者の供養と平和を祈念
するため、平和観音像が安置さ
れている。

13-1 平和像
釡石市が公の立場から釡石永遠
の平和を祈念するために建立し
た。平和の女神像とも呼ばれる。

13-2 忠魂碑
日露戦争後に、戦死者を弔うた
めに建立されていた。艦砲射撃
で倒れ、当地で保管されている。

14 鳥谷坂監視哨跡
戦中は市内各所に監視哨が設置
されており、当地は高射砲隊が
監視にあたっていた。

15 浜町防空壕跡
戦中は市内各所に防空壕が設置
されていた。この防空壕は壁を
煉瓦で補強されている。

16 釡石海軍武官府跡
旧海軍の駐留地として建設され
た。弾薬庫が残っていたが東日
本震災後に取り壊された。

17 仙台俘虜収容所第5分所跡
釡石分所とも呼ばれ、連合軍の
捕虜が収容されていた。7月14
日の艦砲射撃で炎上し移転した。

18 独立高射砲第三十四中隊跡
約130名が駐屯していた。7月
14日の艦砲射撃では兵舎が炎上
し陣地を移転した。

19 嬉石町山林の地蔵
7月 14日の艦砲射撃で嬉石の防
空壕や 山林で、多くの方が犠牲
となり、現場近くに建立された。

20 嬉石隧道避難口
製鉄所の隧道避難口であるが、
艦砲射撃の際には防空壕として
利用された。

21 日本中国永遠和平の像
日本と中国の国交回復を契機に、
中国殉難者の慰霊と日中友好を
誓うため建立された。

22-1 大愛丸乗組員慰霊碑
貨物船大愛丸は米軍潜水艦の雷
撃によって釡石沖で沈没した。
当碑は慰霊のため建立された。

22-2 平和の誓いを新たに
７月14日の戦闘で沈没した第
四十八号駆潜艇乗組員の慰霊と
平和を祈念して建立された。

23 鉄の歴史館
釡石の鉄の歴史を中心に展示し
ており、戦中の釡石の被害状況
なども併せて展示している。

24 駆潜艇戦死者慰霊碑
７月 14 日の戦闘で沈没した第
四十八号駆潜艇乗組員の慰霊の
ため千鳥ヶ島に建立された。

25 黒崎監視哨跡
黒崎に設置された監視哨跡。尾
崎半島には野砲連隊第一中隊の
陣地があったとされる。

29 荒川艦砲被弾跡
８月９日の艦砲射撃では唐丹町
にも被害があり、荒川には艦砲
の被弾した跡が池となっている。

30 大石爆弾被弾跡
８月９日の艦砲射撃では、唐丹
町大石に艦載機から爆弾が投下
され、被弾した板戸が残る。
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25 旧釡石鉱山事務所
( 国登録有形文化財）
戦中に使用された紙製のヘルメ
ット等が展示されている。

❶ 旧小川社宅
小川地区は、８月９日の艦砲射
撃で大きな被害を受けた。現在
も当時の建物が残っている。

❷ 小川防空壕跡
奥行約50ｍ程の防空壕で、 岩盤
に設置された。   艦砲射撃の際に
は約50名の住民が避難した。

❸ 小佐野駅裏防空壕跡
現在は埋められている。戦後に
この場所を生活の場としていた
人がいた。

❹ 桜木町艦砲被弾痕（襖）
砲弾が貫通した跡が襖に残って
いる。襖は郷土資料館に寄贈さ
れ、展示している。

❻ 釡石郷土資料館
戦災関連の資料も数多く展示し
ている。写真は武官府弾薬庫跡
の鉄製の扉。

❽ 釡石駅・丸通防空壕跡
釡石駅周辺に防空壕が造られて
いた。艦砲射撃の直撃を受けた
所もある。

❼ 本事務所跡
昭和16年に完成し艦砲射撃を
受けた。現在も、製鉄所の事務
所として使用されている。

❺ インクラ山高射砲跡
詳細は不明であるが 、高射砲2
門が設置されていたことが記録
として残っている。

❾ 聖観音像
艦砲射撃により当地周辺で犠牲
になった方々の供養のため建立
された。

10-1 観音堂（大天山観音寺）
戦災犠牲者の供養と平和を祈念
するため、平和観音像が安置さ
れている。

11-1 平和像
釡石市が公の立場から釡石永遠
の平和を祈念するために建立し
た。平和の女神像とも呼ばれる。

11-3 忠魂碑
日露戦争後に、戦死者を弔うた
めに建立されていた。艦砲射撃
で倒れ、当地で保管されている。

13 鳥谷坂監視哨跡
戦中は市内各所に監視哨が設置
されており、当地は高射砲隊が
監視にあたっていた。

14 浜町防空壕跡
この横穴は防空壕であったと伝
っており、壁が煉瓦で補強され
上部に空気孔が設置されている。

15 釡石海軍武官府跡
旧海軍の駐留地として建設され
た。弾薬庫が残っていたが東日
本震災後に取り壊された。

16 仙台俘虜収容所第5分所跡
当地域に2箇所あった連合軍捕
虜の収容施設の1つで、釡石分
所とも呼ばれていた。

17 独立高射砲第三十四中隊跡
約130名が駐屯していた。7月
14日の艦砲射撃では兵舎が炎上
し陣地を移転した。

18 嬉石町山林の地蔵（現在破損）
7月 14日の艦砲射撃で嬉石の
防空壕や山林で、亡くなった方
を弔うために建立された。

19 嬉石隧道避難口
製鉄所の隧道避難口であるが、
艦砲射撃の際には防空壕として
利用された。

20 日本中国永遠和平の像
日本と中国の国交回復を契機に、
中国殉難者の慰霊と日中友好を
誓うため建立された。

22-1 大愛丸乗組員慰霊碑
貨物船大愛丸は米軍潜水艦の雷
撃によって釡石沖で沈没した。
当碑は慰霊のため建立された。

22-2 平和の誓いを新たに
７月14日の戦闘で沈没した第
四十八号駆潜艇乗組員の慰霊と
平和を祈念して建立された。

21 鉄の歴史館
釡石の鉄の歴史を中心に展示し
ており、戦中の釡石の被害状況
なども併せて展示している。

23 駆潜艇戦死者慰霊碑
７月 14 日の戦闘で沈没した第
四十八号駆潜艇乗組員の慰霊の
ため千鳥ヶ島に建立された。

24 黒崎監視哨跡
黒崎に設置された監視哨跡。尾
崎半島には野砲連隊第一中隊の
陣地があったとされる。

26 荒川艦砲被弾跡
８月９日の艦砲射撃では唐丹町
にも被害があり、荒川には艦砲
の被弾した跡が池となっている。

27 大石爆弾被弾痕
８月９日の艦砲射撃で、唐丹町
大石に艦載機から爆弾が投下さ
れ、被弾した板戸が残っていた。

10-2 平和観音像
岩手県知事であった国分兼吉氏
の戦死者の菩提を弔いたいとの
願いから、観音堂に安置された。

11-2 薬師山高射砲隊跡
須賀にあった独立高射砲第三十
四中隊は、７月14日の艦砲射
撃の後、この地に陣地を移した。

12 仙寿院下防空壕跡
現在は埋められている。最近ま
で天神町から大只越町に通り抜
けることが出来た。

28 釡石市戦没者追悼式
釡石市は戦没者及び戦災殉難者
の慰霊と恒久平和の確立を祈念
し戦没者追悼式を開催している。

29 アメリカ戦略爆撃調査艦砲射
撃調査班報告書

25 旧釡石鉱山事務所
( 国登録有形文化財）
戦中に使用された紙製のヘルメ
ット等が展示されている。

26 仙台俘虜収容所第４分所跡
大橋分所とも呼ばれ、主に連合
軍捕虜の施設で、終戦時は395
人が収容されていた。

❶ 旧小川社宅
小川地区は、８月９日の艦砲射
撃で大きな被害を受けた。現在
も当時の建物が残っている。

❷ 小川防空壕跡
奥行約50ｍ程の防空壕で、 岩盤
に設置された。   艦砲射撃の際に
は約50名の住民が避難した。

❸ 小佐野駅裏防空壕跡
現在は埋められている。戦後に
この場所を生活の場としていた
人がいた。

❹ 桜木町艦砲被弾痕（襖）
砲弾が貫通した跡が襖に残って
いる。襖は郷土資料館に寄贈さ
れ、展示している。

❻ 釡石郷土資料館
戦災関連の資料も数多く展示し
ている。写真は武官府弾薬庫跡
の鉄製の扉。

❽ 釡石駅・丸通防空壕跡
釡石駅周辺に防空壕が造られて
いた。艦砲射撃の直撃を受けた
所もある。

❼ 本事務所跡
昭和16年に完成し艦砲射撃を
受けた。現在も、製鉄所の事務
所として使用されている。

❺ インクラ山高射砲跡
詳細は不明であるが 、高射砲2
門が設置されていたことが記録
として残っている。

❾ 聖観音像
艦砲射撃により当地周辺で犠牲
になった方々の供養のため建立
された。

10-1 観音堂（大天山観音寺）
戦災犠牲者の供養と平和を祈念
するため、平和観音像が安置さ
れている。

11-1 平和像
釡石市が公の立場から釡石永遠
の平和を祈念するために建立し
た。平和の女神像とも呼ばれる。

11-3 忠魂碑
日露戦争後に、戦死者を弔うた
めに建立されていた。艦砲射撃
で倒れ、当地で保管されている。

13 鳥谷坂監視哨跡
戦中は市内各所に監視哨が設置
されており、当地は高射砲隊が
監視にあたっていた。

14 浜町防空壕跡
この横穴は防空壕であったと伝
っており、壁が煉瓦で補強され
上部に空気孔が設置されている。

15 釡石海軍武官府跡
旧海軍の駐留地として建設され
た。弾薬庫が残っていたが東日
本震災後に取り壊された。

16 仙台俘虜収容所第5分所跡
釡石分所とも呼ばれ、連合軍の
捕虜が収容されていた。7月14
日の艦砲射撃で炎上し移転した。

17 独立高射砲第三十四中隊跡
約130名が駐屯していた。7月
14日の艦砲射撃では兵舎が炎上
し陣地を移転した。

18 嬉石町山林の地蔵（現在破損）
7月 14日の艦砲射撃で嬉石の
防空壕や山林で、亡くなった方
を弔うために建立された。

19 嬉石隧道避難口
製鉄所の隧道避難口であるが、
艦砲射撃の際には防空壕として
利用された。

20 日本中国永遠和平の像
日本と中国の国交回復を契機に、
中国殉難者の慰霊と日中友好を
誓うため建立された。

22-1 大愛丸乗組員慰霊碑
貨物船大愛丸は米軍潜水艦の雷
撃によって釡石沖で沈没した。
当碑は慰霊のため建立された。

22-2 平和の誓いを新たに
７月14日の戦闘で沈没した第
四十八号駆潜艇乗組員の慰霊と
平和を祈念して建立された。

21 鉄の歴史館
釡石の鉄の歴史を中心に展示し
ており、戦中の釡石の被害状況
なども併せて展示している。

23 駆潜艇戦死者慰霊碑
７月 14 日の戦闘で沈没した第
四十八号駆潜艇乗組員の慰霊の
ため千鳥ヶ島に建立された。

24 黒崎監視哨跡
黒崎に設置された監視哨跡。尾
崎半島には野砲連隊第一中隊の
陣地があったとされる。

27 荒川艦砲被弾跡
８月９日の艦砲射撃では唐丹町
にも被害があり、荒川には艦砲
の被弾した跡が池となっている。

28 大石爆弾被弾痕
８月９日の艦砲射撃で、唐丹町
大石に艦載機から爆弾が投下さ
れ、被弾した板戸が残っていた。

10-2 平和観音像
岩手県知事であった国分兼吉氏
の戦死者の菩提を弔いたいとの
願いから、観音堂に安置された。

11-2 薬師山高射砲隊跡
須賀にあった独立高射砲第三十
四中隊は、７月14日の艦砲射
撃の後、この地に陣地を移した。

12 仙寿院下防空壕跡
現在は埋められている。最近ま
で天神町から大只越町に通り抜
けることが出来た。

29 釡石市戦没者追悼式
釡石市は戦没者及び戦災殉難者
の慰霊と恒久平和の確立を祈念
し戦没者追悼式を開催している。

釡石港

甲 子 川

平田港

釡石湾

釡石市役所

釡石駅

甲子町第1地割

唐丹町荒川 唐丹町大石

25 旧釡石鉱山事務所
( 国登録有形文化財）
戦中に使用された紙製のヘルメ
ット等が展示されている。

26 仙台俘虜収容所第４分所跡
当地域に2箇所あった連合軍捕
虜の収容施設の1つで、大橋分
所とも呼ばれていた。

❶ 旧小川社宅
小川地区は、８月９日の艦砲射
撃で大きな被害を受けた。現在
も当時の建物が残っている。

❷ 小川防空壕跡
奥行約50ｍ程の防空壕で、 岩盤
に設置された。   艦砲射撃の際に
は約50名の住民が避難した。

❸ 小佐野駅裏防空壕跡
現在は埋められている。戦後に
この場所を生活の場としていた
人がいた。

❹ 桜木町艦砲被弾痕（襖）
砲弾が貫通した跡が襖に残って
いる。襖は郷土資料館に寄贈さ
れ、展示している。

❻ 釡石郷土資料館
戦災関連の資料も数多く展示し
ている。写真は武官府弾薬庫跡
の鉄製の扉。

❽ 釡石駅・丸通防空壕跡
釡石駅周辺に防空壕が造られて
いた。艦砲射撃の直撃を受けた
所もある。

❼ 本事務所
昭和16年に完成し艦砲射撃を
受けた。現在も、製鉄所の事務
所として使用されている。

❺ インクラ山高射砲跡
詳細は不明であるが 、高射砲2
門が設置されていたことが記録
として残っている。

❾ 聖観音像
艦砲射撃により当地周辺で犠牲
になった方々の供養のため建立
された。

10-1 観音堂（大天山観音寺）
戦災犠牲者の供養と平和を祈念
するため、平和観音像が安置さ
れている。

11-1 平和像
釡石市が公の立場から釡石永遠
の平和を祈念するために建立し
た。平和の女神像とも呼ばれる。

11-3 忠魂碑
日露戦争後に、戦死者を弔うた
めに建立されていた。艦砲射撃
で倒れ、当地で保管されている。

13 鳥谷坂監視哨跡
戦中は市内各所に監視哨が設置
されており、当地は高射砲隊が
監視にあたっていた。

14 浜町防空壕跡
この横穴は防空壕であったとさ
れ、壁が煉瓦で補強され上部に
空気孔が設置されている。

15 釡石海軍武官府跡
旧海軍の駐留地として建設され
た。弾薬庫が残っていたが東日
本大震災後に取り壊された。

16 仙台俘虜収容所第5分所跡
当地域に2箇所あった連合軍捕
虜の収容施設の1つで、釡石分
所とも呼ばれていた。

17 独立高射砲第三十四中隊跡
約130名が駐屯していた。7月
14日の艦砲射撃では兵舎が炎上
し陣地を移転した。

18 嬉石町山林の地蔵（現在破損）
7月 14日の艦砲射撃で嬉石の
防空壕や山林で、亡くなった方
を弔うために建立された。

19 嬉石隧道避難口
製鉄所の隧道避難口であるが、
艦砲射撃の際には防空壕として
利用された。

20 日本中国永遠和平の像
日本と中国の国交回復を契機に、
中国殉難者の慰霊と日中友好を
誓うため建立された。

22-1 大愛丸乗組員慰霊碑
貨物船大愛丸は米軍潜水艦の雷
撃によって釡石沖で沈没した。
当碑は慰霊のため建立された。

22-2 平和の誓いを新たに
７月14日の戦闘で沈没した第
四十八号駆潜艇乗組員の慰霊と
平和を祈念して建立された。

21 鉄の歴史館
釡石の鉄の歴史を中心に展示し
ており、戦中の釡石の被害状況
なども併せて展示している。

23 駆潜艇戦死者慰霊碑
７月14日の戦闘で沈没した第
四十八号駆潜艇乗組員の慰霊の
ため千鳥ヶ島に建立された。

24 黒崎監視哨跡
黒崎に設置された監視哨跡。尾
崎半島には野砲連隊第一中隊の
陣地があったとされる。

27 荒川艦砲被弾跡
８月９日の艦砲射撃では唐丹町
にも被害があり、荒川には艦砲
の被弾した跡が池となっている。

28 大石爆弾被弾痕
８月９日の艦砲射撃で、唐丹町
大石に艦載機から爆弾が投下さ
れ、被弾した板戸が残っていた。

10-2 平和観音像
岩手県知事であった国分謙吉氏
の戦死者の菩提を弔いたいとの
願いから、観音堂に安置された。

11-2 薬師山高射砲隊跡
須賀にあった独立高射砲第三十
四中隊は、７月14日の艦砲射
撃の後、この地に陣地を移した。

12 仙寿院下防空壕跡
現在は埋められている。最近ま
で天神町から大只越町に通り抜
けることが出来た。

29 釡石市戦没者追悼式
釡石市は戦没者及び戦災殉難者
の慰霊と恒久平和の確立を祈念
し、毎年追悼式を開催している。
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釡石の戦跡釡石の戦跡
太平洋戦争の終結から77年が経ち、
戦争の記憶の風化が課題となってい
る現在、釡石で起こった艦砲射撃な
どの戦争の記憶を後世に伝るために、
釡石の戦跡リーフレットを作成しま
した。皆様にご活用いただけると幸
いです。また、釡石市では戦跡や戦
中に使われた道具、体験談などを広
く募集していますので、郷土資料館
・文化振興課にお気軽にご相談くだ
さい。

※ 地図は国土地理院の地理院地図Vector を改製　　写真出典は裏表紙に記載
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